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広告のお申し込みは総務課まで広告

・無料でお見積もりできます！
・安心のメーカー

※延長保証は一部対象外の商品もあります

☎０７７９－６４－５４３２
勝山市郡町3丁目３０４
さくら学進教室

受付 ９：３０～２１：３０
 （土日祝も承ります。）

1人で勉強することが難しいあなたへ

家庭教師はあなたの味方です。2023 年 8 月　広報広告案

8月号
2 0 2 3

中 学 校 再 編  ～ 高 校 生 の 目 線 ～

命 を 守 る た め に 備 え よ う

災害時、素早く対応するには “情報 ” が重要です

わかるって
心強いね

Thanks for 
     the peace of mind

第１特集

第 2特集
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人口の動き　7月末現在（前月比）
総人口� 21,605人（－23）
世帯数� 7,927世帯
男性� 10,305人（－17）
女性� 11,300人（－6）
出生� 7人
死亡� 26人
転入� 27人
転出� 31人

７月の交通事故　（前年比）

事故� 28件（－15）
死者� 0人（±0）
負傷者� 1人（－4）

８月の納税

（市・県民税(2期)）
納期限� 8月31日
口座振替� 8月28日

目次

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

イベント、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介

10言語対応の
デジタル広報

旧

今 月 の 表 紙

緊急メールサービス

6か国語で配信スタート

Cover model

特別養護老人ホームさくら荘で勤めるインド人の方に
英語で防災情報などを受信できるよう登録してもらい
ました。

第１特集第１特集第１特集

命を守るために備えよう命を守るために備えよう命を守るために備えよう

DisasterDisaster
Prevention

Disaster
Prevention
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　災害時、素早く対応をするためには、防災情報を受け取ることが重
要となります。
　勝山市では、災害時に様々な方法で防災情報を発信しています。自
分の命を自ら守るためにも、この機会に登録をお願いします。
問 総務課（市役所2階）　☎88－8125

緊急
メールサービス
　配信を希望される方に防
災情報や気象情報などを
メールで配信
します。

登録・設定で情報を収集

緊急メールサービス　多言語で配信緊急メールサービス　多言語で配信
　市では、市内在住の外国人の方にも災害情
報を素早く届けるため、緊急メールサービス
の多言語配信サービス（6か国語）を開始しま
した。（英語、中国語、韓国語、ベトナム語、　　
スペイン語、ポルトガル語）

In order to promptly send disaster information to its 
foreign residents,Katsuyama City has launched a 
multilingual emergency alert service in six languages. 
Please register. (English, Chinese, Korean, Vietnamese, 
Spanish, and Portuguese)

「受
じゅえんりょく

援力」を高めましょう！
　受援力とは、災害ボランティアなどの支
援を受け入れるために必要な力のことを言
います。
　被災した際、申し訳ないという気持ちで
ボランティアを遠慮してし
まったり、ボランティアの方
とトラブルになったりしない
ためにも、平時から支援を受
ける力を培いましょう。

素早い対応に重要な

「 防 災 情 報 」

登録はこちら▲
（空メールを送信）

登録はこちら
Register here

市公式LINE
　市公式LINEは、防災情報を配信する
ほか、防災専用のメニューも用意して
います。気象情報のほか、タイムライ
ンの作成や避難訓練などもできます。

登録はこちら

サイレン
　危険が迫った災害時には、
サイレンが鳴ります。
　サイレンが鳴ったらあわ
てず、各手段で防災情報を
受け取り、身の
安全を守る準
備、行動をとっ
てください。

音声一斉
配信サービス
　事前に登録された電話
番号に情報を配信します。

申・問総務課☎88－8125

音声で情報収集
おすすめ‼おすすめ‼

頻発化・激甚化する頻発化・激甚化する

大雨災害大雨災害

第1特集　命を守るために　備えよう

受援力
ノススメ

発生年 主な災害 主な被害地域

H29年 九州北部豪雨 福岡、大分など

H30年 西日本豪雨 広島、岡山、愛媛など

R元年 東日本台風 千葉、茨城、福島など

R2年 九州豪雨 熊本、福岡など

R3年 東日本豪雨 千葉、茨城、福島、新潟など

R4年 前線による大雨 青森、山形、新潟、福井など

R5年 前線による大雨 青森、秋田など
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。
そ

し
て
、
床
上
・
床
下
浸
水
を
は
じ
め
、
河

川
、
道
路
、
用
水
路
、
農
地
な
ど
が
甚
大

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
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な
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受
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。
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。
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か
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発
生
す
る
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あ
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が
分

か
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て
き
て
お
り
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今
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も
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様
の

ケ
ー
ス
が
あ
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と
が
予
想
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れ
ま

す
。

　

災
害
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身
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守
る
に
は
い
ち
早

い
避
難
が
重
要
で
あ
り
、
夜
間
で

あ
っ
て
も
災
害
に
備
え
る
必
要
が
あ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

は
早
期
か
つ
正
確
な
防
災
情
報
の
取

得
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

住家
床上浸水 1棟
床下浸水 28棟

河川
氾濫 5河川
護岸破壊 4か所

道路（市道）

道路冠水 14か所
土砂流出 20か所
斜面崩壊 11か所
舗装剝がれ 6か所

農業関係
農地 15か所

農業用施設 50か所
林業関係 林道等施設 79か所

令和5年7月の大雨による市内の主な被害

勝
山
市
で
は

2
年
続
け
て
大
雨
災
害
が
発
生

　今回の災害発生以来、消防団や自主防災組織、
地域の方々、災害ボランティアなど多くの方々が
被災地の安全確保や支援にあたっていただきまし
た。また、多くの寄附金などの支援も寄せられて
います。市では、引き続き、損壊した道路や河川、
農地、水路、林道などの早期復旧を目指し取り組
んでいきます。

市民の安全確保や復興に向けたご支援
ありがとうございました

被害額（県対応分を除く）：約11億円

防災力
UP!

防災無線
　市内各地に配備された防災無線か
ら防災情報を配信します。
※�情報は、緊急メールサービスなど
でも同じ情報を配信します

緊急速報メール（エリアメールなど）

　条件を満たす方には、防災情報を
配信します（登録は不要です）

一斉配信

SMS配信
　事前に登録された電話番号に
SMSを利用して情報を配信します。
申・問総務課☎88－8125

登録・設定で情報を収集

Yahoo防災アプリ
　防災速報アプリです。勝山市を
設定すると市の防災情
報を受け取れます。
　　アプリはこちら▶
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本　部 （勝山市内全域）
団　長▶北川 賢一
副団長▶和田 耕三
	  池田 義則
部　長▶西山 八重子
班　長▶松田 朋恵
	 笠羽　あけみ
団�　員▶横井 美香、大平 
淳子、前川 裕子、木下 
雅代、丸山 優子、中塚 
真知子、中村 三千代、
荒井 悦子、酒井 靖子、
島田 ゆかり、山内 身
和、和多田 さやか、道
上 多希子、道上 玲子、
石塚 夕子、岩見 浩子、
前川 千鶴、本夛 育恵、
三屋 久美

機�能別団員▶中野 敏彦、
淺井 喜義、四方 真二

特設分団 （勝山市内全域）
分団長▶和田 早苗
副分団長▶藪 義之
部　長▶杉本 明人
	 檜木 乃武夫
班　長▶山本 晶一
	 滝川 博則
団�　員▶白﨑 由浩、岸 
康弘、坂 峰太郎、森 
弘充、丹後 信尚、黒坂 
和央、小林 則彦、立壁 
陽一郎、中村 一哉、四
谷 一、岩先 翔平、黒
田 隆太、髙木 康英、
山本 巧

第1分団 
（勝山地区（元禄線南側））
分団長▶林 照郎
副分団長▶村口 裕次
部　長▶内田 正一
	 福田 耕治
班　長▶鳥山 秀幸
	 谷口 六洋
団�　員▶加藤 裕之、木村 
篤郎、山形 成法、土谷 
勇治郎、松山 拓央、方
堂 雄一郎、林 正克、
多田 賢司、和田 晃幸、
久保 剛、大林 弘典、
千京 宗一郎、白木 友
基、林 浩平、松田 恵
太

第2分団 
（勝山地区（元禄線北側））
分団長▶玉木 剛

副分団長▶斎藤 紀一
部　長▶松山 雄治
	 山口 武彦
班�　長▶西山 和彦
	 川島 勝則
団�　員▶横川 大一、木下 
順一郎、嶋田 浩平、春
木 裕之、久保 政晴、
増田 直人、西野 貴弘、
境井 順一、福野 剛士、
幅田 浩司、内田 慎太
郎、角 大介、桑野 恵、
道原 大樹
第3分団 （猪野瀬地区）

分団長▶長谷川 浩一
副分団長▶多田 栄藏
部　長▶前川 辰憲
	 平田 光男
班　長▶三屋 直樹
	 坂口 卓三
団�　員▶和田 剛育、前川 
憲男、米村 誠一、前田 
馨、加藤 浩樹、三觜 賢、
中村 雄一郎、松田 彰
吾、廣瀬 隆治、北坂 
裕貴、山内 良太、中原 
久敬、山田 耕司、小林 
正季、山岸 亮
第4分団 （平泉寺地区）

分団長▶山内 肇治
副分団長▶中村 啓一
部　長▶武内 伴親
	 山端 宏一
班�　長▶大林 裕治
	 山田 直光
	 前田 義美
団�　員▶酒井 正春、片岸 
史治、武内 猛、横山 
和宏、牧下 佑輔、中村 
健太郎、竹内 朋宏、村
上 和人、小林 誠、宮
本 善幸、和田 達矢、
福丸 進一、旭 昌洋、
千京 正文、中村 賢太、
松田 優司、谷 浩紀、
上山 浩明
第5分団 （北谷地区）

分団長▶石井 孝幸
副分団長▶田畑 祐治
部　長▶大山口 滋
	 斎藤 宏康
班　長▶小林 泰之
	 結川 孝利
団�　員▶安岡 宗孝、結川 
渥司、西北 覚、山内 幸人、

廣瀨 紳伍、多田 志瑠多田 志瑠
機�能別団員▶機�能別団員▶小林 冨士小林 冨士
夫、結川 隆一、山内 夫、結川 隆一、山内 
隆之、小林 宏治、加藤 隆之、小林 宏治、加藤 
誠喜男、西山 馨誠喜男、西山 馨
第6分団 （村岡地区）

分団長▶西又 英樹西又 英樹
副分団長▶平澤 善治
部　長▶永井 篤
部　長▶林 利彦
班�　長▶丸山 博導
	 山下 博司
	 前田 健
団�　員▶寺本 史生、山内 
公夫、酒井 清久、松井 
朋樹、道上 勉、田中 
栄二、平澤 和彦、義岡 
次郎、木下 剛史、小林 
雄仁、前川 研一、廣瀬 
孝之、鵜山 秀幸、小川 
義忠、齊藤 彰、永吉 
陽一、玉木 希望、水谷 
大樹、小川 佳德、前田 
陽平
第7分団 （野向地区）

分団長▶橋爪 康夫
副分団長▶出口 健二
部　長▶西出 智也
	 山内 俊洋
班�　長▶松井 寛人
	 山内 大平
	 髙田 昌平
団�　員▶西村 和浩、山田 
直男、棚田 広和、片山 
喜代史、麻畑 耕一郎、
伊原 浩二、山平 善孝、
竹内 陽一、竹内 洋平、
竹内 慎一、知土 裕晶、
荒谷 俊樹、佐々木 由
光、高田 雄大、竹内 敦、
前野 達也、山澤 弘幸、
夢田 周平

機能別団員▶水野 忠範
第8分団 （荒土地区）

分団長▶竹内 光博
副分団長▶多田 輝雄
部　長▶中山 一喜
	 黒田 浩行
班�　長▶石井 春雄
	 山内 善久
	 原田 茂雄
団�　員▶川村 盛英、皿澤 
博利、下牧 真吾、味見 
高朗、島田 幸治、中村 治、
土田 孝幸、廣田 崇行、

笠羽 光太郎、西尾 幸宏、西尾 幸宏、
藤堂 将、石井 貴視、谷藤堂 将、石井 貴視、谷
口 慎吾、織田 峻太朗、口 慎吾、織田 峻太朗、
矢戸 勇輝、橋爪 淳治、矢戸 勇輝、橋爪 淳治、
吉川 雅章、水上 直人吉川 雅章、水上 直人
第9分団 （北郷地区）

分団長▶分団長▶笠松 正栄笠松 正栄
副分団長▶副分団長▶出口 忠勝出口 忠勝
部　長▶部　長▶田中 章史田中 章史
	 平	 平井 規寛
班�　長▶田中 博善
	 笠塚 明洋
	 松村 一哉
団�　員▶竹内 淳、中川 
雅浩、鈴木 宏和、吉田 
恭隆、秦 靖弘、笠松 
辰実、石川 辰彦、津田 
憲一、小林 崇行、平井 
平紀、田中 直樹、中村 
元樹
第10分団 （鹿谷地区）

分団長▶石田 秀夫
副分団長▶竹内 一浩
部　長▶伊藤 史朗
	 安居 貴久
班�　長▶山内 敬市
	 吉田 浩一
	 田中 義治
団�　員▶岩見 豪、竹内 
雅文、清水 幸広、山内 
優、嶋田 馨、前田 明宏、
松村 喜代志、中道 桂
一、岩見 諭志、石田 
圭郎、石田 仁志、島田 
正樹、辻 貴弘、長尾 
大地、山口 直人、千葉 
政和、岸 光裕、南部 
晋平
第11分団 （遅羽地区）

分団長▶斎藤 精一
副分団長▶牧野 峰夫
部　長▶齋藤 敬治
	 齋藤 秀一
班�　長▶酒井 雅信
	 斎藤 一博
	 斎藤 正登
団�　員▶川端 和浩、替地 
博三、藤崎 秀治、酒井 
勉、斎藤 和成、石渡 
正勝、小椋 道徳、仲長 
哲治、朝井 聡、仲村 
祐太郎、斎藤 勇人、松
村 光

地域の安心・安全を守る

消 防 団 員   ※ 敬 省 略

　　勝山市では、現在、290人余りの消勝山市では、現在、290人余りの消
防団員が市内を12の管轄に分けた中で防団員が市内を12の管轄に分けた中で
消防活動を行っています。消防活動を行っています。

　勝山市では、現在、290人余りの消
防団員が市内を12の管轄に分けた中で
消防活動を行っています。

Challenge
粘り強く挑戦し学び続ける

尊重し関わり合う

Communication

将来をデザインする

Career
多様な他者と協働
Collaboration

第２特集

中学校再編  ～高校生の目線～ 

解放感

おしゃれ

新しい中学校は

そんな学校になってほしいです

楽しくなる！行きたくなる！

木の活用

窓の形
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市
が
勝
山
高
校
敷
地
内
に
建
設
を
予

定
し
て
い
る
市
立
中
学
校
の
校
舎
に
つ

い
て
探
究
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
た
勝

山
高
校
３
年
生
３
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
考

え
た
新
校
舎
を
教
育
長
を
は
じ
め
と
す

る
関
係
者
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

小
林
大
起
さ
ん
は
外
装
デ
ザ
イ
ン
を

テ
ー
マ
に
探
究
学
習
を
行
い
ま
し
た
。「
木

の
有
効
活
用
」「
様
々
な
窓
の
形
」「
中
心

的
な
場
所
を
つ
く
る
」」
の
３
点
を
コ
ン
セ

プ
ト
に
模
型
を
作
成
し
、「
と
に
か
く
学

校
を
目
立
た
せ
た
い
」
と
デ
ザ
イ
ン
に
込

め
た
思
い
を
話
し
ま
し
た
。

　

山
崎
藍
生
さ
ん
と
笠
松
時
羽
さ
ん
は

勝
高
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
約
１
２

０
人
か
ら
得
た
回
答
を
基
に
、
生
徒
の
希

望
を
取
り
入
れ
な
が
ら
自
分
の
ア
イ
デ

ア
を
生
か
し
た
平
面
図
を
そ
れ
ぞ
れ
が

作
成
し
ま
し
た
。

　
山
崎
さ
ん
は「
お
し
ゃ
れ
な
建
物
」「
開

放
感
」「
教
科
セ
ン
タ
ー
方
式（
※
）」を
コ

ン
セ
プ
ト
に
４
階
建
て
の
校
舎
を
設
計

し
ま
し
た
。
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
や
広
い
廊
下

を
設
け
た
、
明
る
さ
や
動
線
な
ど
を
考
慮

し
た
平
面
図
と
そ
れ
を
基
に
作
成
し
た

Ｃ
Ａ
Ｄ
図
面
を
発
表
し
「
大
変
だ
っ
た
け

ど
楽
し
か
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

笠
松
さ
ん
は
４
階
建
て
の
校
舎
に
探

究
ル
ー
ム
な
ど
を
設
置
し
た
ほ
か
廊
下

と
同
様
に
階
段
の
幅
を
広
く
し
、
生
徒
同

士
の
渋
滞
が
起
き
な
い
よ
う
に
し

た
と
発
表
し
「
実
際
に
教
室
な
ど
の

幅
を
測
っ
て
み
る
と
新
し
い
発
見

が
あ
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　

３
人
の
提
案
内
容
は
新
校
舎
の

設
計
業
者
も
把
握
し
て
お
り
、
生

徒
た
ち
の
意
見
を
で
き
る
だ
け
設

計
に
生
か
そ
う
と
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

※�
教
科
ご
と
に
配
置
し
た
専
用
教

室
に
、
生
徒
が
時
間
割
に
し
た

が
っ
て
移
動
す
る
授
業
方
式

新しい中学校の校名募集中
　令和９年４月に開校を予定してい
る新しい中学校の校名を募集してい
ます。詳しくはホームページまたは
応募用紙をご覧ください。
問 教育総務課　☎88－8111

小学校担任交流会を開催

校名のイメージ
・勝山市全域を校区とするにふさわしい校名
・親しみやすく分かりやすい校名
・�新中学校がめざす生徒像や学校像にふさわしい
校名

募集期間▶9月15日㈮まで

応募方法
①応募フォームに入力
②�応募用紙（※）に必要事項を記入の上、
郵送、FAX、持参、応募箱への投函

※�ホームページのほか、教育会館、各まちづくり会
館、各コミュニティーセンター、すこやか、図書
館、市民活動センター、ジオアリーナに設置

　5、6年生の担任交流会に続き、7月27日・28
日に1～ 4年生の担任交流会を学年ごとに開きま
した。31人の担任が参加し、新中学校開校時に
児童が不安なく入学できるよう、児童の交流の深
め方について和やかな雰囲気の中で話し合いまし
た。無理なくオンラインを有効活用することや、
プール学習や遠足などで直接顔をあわせる機会を
創出するなど、様々なアイデアが出されました。
　このほか、着替えやスピーチの指導法など具体
的な情報交換もあり、今後さらに交流を深めてい
くことを確認し合いました。

教
育
長
と
勝
高
生
徒
会
が

意
見
交
換

�

７
月
12
日　
勝
山
高
校

　
新
中
学
校
の
校
舎
建
設
に
つ
い
て
、
勝

山
高
校
の
生
徒
の
意
見
を
取
り
入
る
た

め
、
教
育
長
と
生
徒
会
役
員
５
人
が
率
直

に
意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　
生
徒
か
ら
は
「
学
校
祭
な
ど
の
イ
ベ
ン

ト
を
一
緒
に
で
き
た
ら
い
い
」「
ジ
オ
ア

リ
ー
ナ
と
学
校
が
地
下
通
路
で
つ
な
が

る
と
移
動
が
便
利
に
な
る
」
な
ど
様
々
な

意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

第2特集　中学校再編　～高校生の目線～

「
学
び
の
祭
典
」開
催
！

　
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
の
集
大
成
と
し

て
、
２
、
3
年
生
が
こ
れ
ま
で
の
探
究
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。
勝
山
市
内
の
中
学
生

な
ど
が
、
メ
タ
バ
ー
ス
（
仮
想
空
間
）

o
v
i
c
e
を
使
っ
て
、
勝
高
生
の
発
表
を

視
聴
し
ま
し
た
。
県
内
大
学
の
先
生
や
企
業

の
方
な
ど
多
く
の
方
が
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
参
加
す
る
予
定
で
し
た
が
、
7
月
13
日
の

大
雨
の
影
響
で
14
日
に
順
延
と
な
っ
た
た
め
、

限
ら
れ
た
方
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

で
も
、ポ
ス
タ
ー
形
式
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
形
式
な
ど
、
自
分
の
学

び
に
つ
い
て
熱
心
に
発
表

す
る
勝
高
生
の
姿
が
あ
り

ま
し
た
！

こ
の
夏
も
、
勝
高
生
が
全
国
で
活
躍
！

【
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会（
北
海
道
）】

　

春
季
高
校
総
体
で
は
男
子
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
ダ
ブ
ル
ス
で
準
優
勝
、
北
信
越
高
校

総
体
の
陸
上
で
は
、
や
り
投
げ
で
5
位
を

収
め
、
福
井
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

期�

間
▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技　

８
月
16
日
～

21
日
、
陸
上
競
技　
8
月
2
日
～
6
日 

《�

出
場
種
目
》
バ
ド
ミ
ン
ト
ン 

男
子
ダ
ブ
ル

ス 

宮
川
力
也
・
田
中
天
祥

 

陸
上 

や
り
投
げ 

松
田
美
優

【
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

�

郷
土
芸
能
部
門（
鹿
児
島
県
）】

　

昨
年
行
わ
れ
た
県
高
等
学
校
芸
術
祭
音

楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
最
優
秀
賞

に
選
ば
れ
、
２
年
ぶ
り
に
福
井
県
代
表
と

し
て
参
加
し
ま
し
た
。

期
間
▼
７
月
30
日
～
8
月
1
日

《�

出
場
団
体
》
日
本
文
化
部 

向
村
は
づ
き
・

向
原
柚
妃
・
安
岡
礼
菜
・
小
林
大
起
・
笹

木
煌
・
石
畝
希
優
・
大
南
寧
々
・
笠
松
栄
介
・

南
部
茉
優
・
早
川
大
知
・
梅
原
陽
愛
・
林

佳
歩
・
廣
作
知
優
・
増
田
美
海
・
安
居
華
奈
・

上
杉
茉
緒
・
酒
井
清
香

勝
高
祭
の
お
知
ら
せ

テ
ー
マ
▼
勝
凜
到（
か
り
ん
と
う
）

体�

育
祭
▼
9
月
1
日
㈮
、
勝
山
高
校
グ
ラ

ウ
ン
ド（
予
備
日
は
４
日
㈪
）

文�

化
祭
▼
9
月
2
日
㈯
・
3
日
㈰
、
ジ
オ

ア
リ
ー
ナ

「�

今
ま
で
に
な
い
く
ら
い
盛
り
上
げ
ま
す
‼
」�

�

（
生
徒
会
長
）

勝高ＨＰ

詳細はこちら
「探究note」

模型を使ってプレゼンをする小
こばやしだいき

林大起さん

作成した平面図をつかってプレゼンする
（左）山

やまざきあおい
崎藍生さん （右）笠

かさまつときわ
松時羽さん

意見交換会の様子
意見交換の

内容はこちら

勝山市HP

応募フォーム

新
中
学
校
校
舎
を
勝
高
生
が
提
案

�

７
月
24
日
　
教
育
会
館
会
議
室
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息切れを放っておくのは危険？
福井勝山総合病院
江守　裕子

　

電
車
に
乗
り
遅
れ
そ
う
な
と
き
、
全

速
力
で
走
っ
た
ら
息
が
き
れ
ま
す
。
同

時
に
動
悸
も
感
じ
る
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
こ
れ
が
病
気
か
と
い
わ
れ
れ
ば
、

も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
誰
だ
っ
て
激
し
い
運
動
を
す
れ
ば

息
切
れ
も
す
る
し
動
悸
も
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
息
切
れ
は
状
況
次
第
で
必
ず

し
も
病
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
重
篤
な
病
気
の
サ
イ
ン
が

隠
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
運
動

す
る
と
安
静
時
よ
り
も
多
く
の
酸
素
が

必
要
に
な
り
ま
す
。
我
々
の
体
内
に
お

い
て
、
酸
素
を
運
搬
す
る
役
割
を
し
て

い
る
の
は
血
液
で
す
の
で
、
多
く
の
血

液
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
運

び
屋
が
多
く
て
も
、
酸
素
自
体
が
少
な

く
て
は
酸
素
不
足
に
な
り
ま
す
。
酸
素

を
取
り
入
れ
る
の
は
呼
吸
で
す
の
で
、

呼
吸
も
頑
張
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
循

環
血
液
量
を
担
っ
て
い
る
の
は
心
臓
、

呼
吸
を
担
っ
て
い
る
の
は
肺
で
す
か

ら
、
体
の
酸
素
が
足
り
な
く
な
れ
ば
脈

拍
は
増
え
、
呼
吸
が
速
く
な
り
ま
す
。

　
　

軽
く
歩
い
て
も
肩
で
息
を
す
る
。

階
段
を
少
し
上
る
だ
け
で
息
が
切
れ

る
な
ど
、
今
ま
で
こ
れ
く
ら
い
で
は

呼
吸
が
乱
れ
な
か
っ
た
の
に
と
い

う
と
き
に
は
危
険
信
号
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
年
の
せ
い
で
は
か
た
づ

け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
息
切
れ
の
原
因
は
、
心
臓・
呼
吸
器・

そ
れ
以
外
で
す
。

　
心
臓
は
4
つ
の
部
屋
に
分
か
れ
て
い

て
、
部
屋
と
部
屋
の
間
、
出
口
に
弁
と

い
う
扉
が
あ
り
、
こ
れ
が
不
調
を
起
こ

す
と
心
不
全
を
引
き
起
こ
す
原
因
に
な

り
ま
す
。
ま
た
心
臓
自
体
を
養
う
血
管

に
動
脈
硬
化
が
お
こ
る
と
労
作
時
満
足

に
血
流
を
増
や
せ
な
く
な
り
、
狭
心
症

や
心
筋
梗
塞
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。
典

型
的
症
状
は
胸
痛
で
す
が
、
息
切
れ
な

ど
の
症
状
で
発
症
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
ほ
か
不
整
脈
に
よ
り
息
切
れ

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
、
肺
炎
、
喘
息

な
ど
呼
吸
器
に
異
常
が
あ
っ
て
も
、
十

分
酸
素
が
取
り
込
め
ず
息
切
れ
を
生
じ

ま
す
。

　
貧
血
や
呼
吸
を
司
る
筋
肉
が
や
ら
れ

る
神
経
筋
疾
患
な
ど
も
息
切
れ
の
原
因

に
な
り
ま
す
。
精
神
的
要
因
で
も
息
切

れ
を
自
覚
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
ん
だ
か
今
ま
で
と
は
違
う
な
と

思
っ
た
ら

病
院
を
受

診
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

か

子育て 情報ステーシヨン

つやままんなかこども
　こども課では、赤ちゃんが生まれる前から就学まで、切れ目
ない支援体制により、未来を担う子どもたちの健やかな成長
と保護者が安心して子育てできる環境づくりを進めています。

問こども課　☎88-8771

　こども課では、赤ちゃんが生まれる前から就学まで、切れ目
ない支援体制により、未来を担う子どもたちの健やかな成長
と保護者が安心して子育てできる環境づくりを進めています。

問こども課　☎88-8771

　年２回、出会いイベントを開催しています。
お気軽にご参加ください。
今年度開催予定のイベント
と　き▶9月30日㈯　午前9時～
内　容▶�ツリーピクニックアドベンチャーいけだ

で体験＆BBQ
※２回目は冬頃開催予定
申・問くろすかつやま事務局（こども課内）☎87-6150

《今まで開催したイベント》

　結婚相談員がお相手探しのお手伝いをします。
お気軽にお越しください
と　き▶毎月第１・３木曜日　午後１時～３時
　　　　毎月第２・４木曜日　午後６時～８時
ところ▶教育会館 2階 相談室

結婚を希望する方の活動をサポートします‼
出会いイベント

２階建てロンドンバスで
カトラリー作り

アドベンチャーボート＆
そば打ち体験

「ふく恋」をご存じですか？
　県と市町が連携して結婚を希望する方の活動
を支援する「ふくい婚活サポートセンター」（愛
称:ふく恋）では、いつでもお相手
探しができるマッチングシステム
を運用しています。
女性会員登録促進キャンペーン
　女性の新規登録者のシステム利用登録料（2年
間で1万円）が半額（令和6年1月31日まで）

詳細はこちら

結婚相談

村
岡
小
学
校

　
村
岡
小
学
校
は
明
治
６
年（
1
8
7
3
）、

郡
区
の
今
井
仁
右
衛
門
宅
を
借
り
、
浄
土

寺
・
暮
見
・
寺
尾
・
滝
波
・
三
谷
・
黒
原
・

五
本
寺
・
猿
倉
・
栃
神
谷
（
翌
年
抜
け
る
）

の
10
区
で
創
立
さ
れ
ま
し
た
。
翌
7
年
、

滝
波
に
分
教
場
（
後
の
立
志
校
）
を
、
同
10

年
、
浄
土
寺
に
も
分
教
場
（
後
の
丸
山
校
）

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
同
11
年
、
三
谷
と
猿

倉
（
42
年
村
岡
に
再
加
入
）
は
成
器
小
学
校

に
加
わ
り
ま
す
。

　
明
治
19
年
小
学
校
令
改
正
で
簡
易
科（
３

年
課
程
）と
尋
常
科（
４
年
課
程
）併
置
の
指

定
を
受
け
、
学
校
区
域
も
改
定
さ
れ
郡
の

村
岡
校
以
下
、
立
志
校
、
丸
山
校
と
改
称

さ
れ
ま
す
。
郡
区
に
は
学
校
も
新
築
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
同
23
年
の
小
学
校
令
で

村
岡
尋
常
小
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
治
39
年
、
村
岡
校
に
農
業
補
習
学
校

が
付
設（
41
年
廃
止
）さ
れ
、
村
岡
校
以
外

の
２
校
は
一
時
大
野
郡
仮
教
場
を
称
し
、

同
42
年
浄
土
寺
は
村
岡
尋
常
小
学
校
第
一

分
教
場
、
滝
波
は
第
二
分
教
場
と
な
り
ま

す
。
新
築
中
の
校
舎
完
成
を
契
機
に
両
仮

教
場
も
含
め
村
岡
尋
常
小
学
校
に
、
翌
年

に
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
す
。

　
大
正
７
年（
1
9
1
8
）、
両
仮
教
場
は

廃
さ
れ
す
べ
て
の
児
童
は
郡
の
本
校
に
移

り
ま
す
。
昭
和
16
年（
1
9
4
1
）に
村
岡

国
民
学
校
と
な
り
、
同
22
年
、
新
学
制
に

よ
り
村
岡
村
立
村
岡
小
学
校
と
な
り
ま
し

た
。
同
年
村
岡
中
学
校
も
創
立
さ
れ
40
年

ま
で
存
続
し
ま
し
た
。

　
次
に
生
徒
さ
ん
に
か
か
わ
る
事
項
を
一

部
紹
介
し
ま
す
。
明
治
39
年
に
校
規
や
児

童
心
得
を
規
定
し
た
児
童
手
牒
（
後
に
学

校
手
牒
）
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
同
42
年
に

は
校
旗
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
７
年

に
は
朝
会
体
操
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

写
真
は
小
笠
原
長
育
公
の
書
か
れ
た

「
邨
（
村
）
岡
館
」
の
額

で
す
。
今
井
仁
郎
平

氏
が
明
治
42
年
村
岡

尋
常
小
学
校
新
築
落

成
記
念
に
贈
呈
さ
れ

た
も
の
で
す
。
い
つ

ご
ろ
拝
領
し
た
か
は

不
明
で
す
。

ふるさとを訪ねて
～
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
～

シ
リ
ー
ズ「
市
内
の
小
学
校
」

�

市
史
編
纂
室　
山
田　
雄
造 56「邨岡館」の額

スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

  　

今
年
5
月
に
奥
越
地
域
唯
一
の

助
産
院
を
開
業
し
た
吉
田
さ
ん
。

助
産
師
と
し
て
「
生
ま
れ
て
く
る
い

の
ち
と
そ
の
お
母
さ
ん
た
ち
に
寄

り
添
っ
て
働
き
た
い
」
と
自
宅
の
一

部
を
改
装
し
て
「
は
る
ひ
な
助
産

院
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

開
業
の
き
っ
か
け
は
「
B
S
ケ

ア
」
の
研
修
を
受
講
し
た
こ
と
で
し

た
。
B
S
ケ
ア
と
は
赤
ち
ゃ
ん
が

母
乳
を
吸
う
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
基
づ

い
た
乳
房
ケ
ア
の
こ
と
で
、
痛
く

な
い
乳
房
ケ
ア
で
す
。「
同
じ
研
修

を
受
け
て
い
た
助
産
師
に
開
業
し

て
い
る
方
が
い
て
刺
激
を
受
け
た
」

「
奥
越
に
助
産
院
が
な
く
遠
く
ま
で

通
っ
て
い
る
母
親
の
役
に
立
ち
た

い
」
と
の
思
い
か
ら
開
業
を
決

意
し
ま
し
た
。
開
業
後
、

S
N
S
を
通
じ
て
励
ま
し
の
声

が
届
く
よ
う
に
な
り
「
大
変
嬉

し
い
」と
話
す
吉
田
さ
ん
。

　
今
後
は
現
在
取
り
組
ん
で
い

る
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
マ
タ

ニ
テ
ィ
ヨ
ガ
な
ど
の
ほ
か
、「
母

親
と
赤
ち
ゃ
ん
の
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
な
ど
、
よ
り
母
親
に
寄
り

添
っ
た
産
後
ケ
ア
に
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。

赤
ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
に
寄
り
添
う

はるひな助産院（鹿谷町志田）
吉
よ し だ

田 結
ゆ い か

芳さん

情報配信中情報配信中
（ホームページ）（ホームページ）
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災害支援へのご寄附ありがとうございました

　7月の大雨災害などに活用してほしいと、たくさのご支援をいただきました。
※写真の方々以外にも、東京奥越経済同友会から10万円、南越前町から飲料水のご寄附もいただきました

　「まほろば」の累計来館数が36万人を突破し
た記念のセレモニーが行われ、36万人目の来
館者と関係者でくす玉を割って祝いました。

　荒土小学校4年生が、荒土町ふるさとづくり
推進協議会が行っている炭焼き事業を体験し、
炭の窯出しに挑戦しました。

里山を守ろう　炭焼き体験学習
■7月7日　荒土町細野

まほろば入館者数36万人突破
■7月4日　まほろば

ディノパークがリニューアル！

■7月14日　かつやま恐竜の森 恐竜博物館がリニューアル！

■7月14日　かつやま恐竜の森

恐竜列車　出発進行！
■7月15日　勝山駅 　約7か月の休館期間を経て、リニューアルオープンした恐竜博物館。今回のリニュー

アルで、恐竜の全身骨格が44体から50体に増えたほか、日本初公開となるミイラ化石
の展示、研究者と同じ道具で化石を削り出す化石クリーニングやティラノサウルスの精
巧な実物大頭骨模型の組み立てなど‟リアルな体感体験”が存分に味わえます。オープ
ン以降、全国各地から家族連れが訪れ、これまで以上の賑わいを見せています。

　7月14日リニューアルオープンした恐竜博物館とともにかつやまディノパークもリ
ニューアルオープンしました。新設した「ヴェロキ館」には鏡張りの「恐竜迷路」が新し
くオープンし、雨の日でも楽しめるようになりました。またパーク内の恐竜ロボット
も増え、夏休み期間を利用して訪れた多くの観光客が楽しんでいます。

　えちぜん鉄道が今年度の「恐竜列車」の運行を始め
ました。恐竜博物館のリニューアルオープンにあわ
せて、外観や内装にふんだんに恐竜をあしらうなど、

新しい観光列車となっています。内装の
リアルさに利用者からは驚きの声が上
がっていました。

㈱中吉商店と大塚製薬㈱福井出
張所（飲料水）

越前信用金庫（10万円） 大阪特殊合金㈱（100万円）
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はじめてのはじめてのスマートフォンスマートフォン
体 験 型 講 習 会体 験 型 講 習 会

　「スマートフォン、周りから勧められて使っているけど、まだまだわからないことばかり」「スマート
フォンについて聞きたいけど周りの人に聞ける環境じゃない」「そもそも、まだ使ったことがない」と
いう方、ぜひこの機会に、スマートフォンの講習会に参加しませんか？

と　き▶9月4日㈪～ 8日㈮、9月11日㈪～ 15日㈮　（下記時刻表のとおり）
ところ▶教育会館 3階 第5研修室
定　員▶各7人（先着順）
※スマートフォンは貸し出し用を使用します（お持ちいただく必要はありません）

申・問スマートフォン講座受付窓口　☎0120－121－525（お問い合わせ番号5128）
　　 【受付時間】 午前9時～午後6時（平日のみ）　※８月18日㈮から受付開始

参加
無料

時刻・日付 9月4日㈪ 9月5日㈫ 9月6日㈬ 9月7日㈭ 9月8日㈮

9:30-10:30 基本① 応用① 基本③ 基本② 基本①
11:00-12:00 基本② 基本① 相談会 基本③ 基本②
14:00-15:00 基本③ 基本② 基本① 応用② 基本③
15:30-16:30 相談会 基本③ 基本② 基本① 相談会

時刻・日付 9月11日㈪ 9月12日㈫ 9月13日㈬ 9月14日㈭ 9月15日㈮

9:30-10:30 基本③ 基本② 基本① 相談会 基本③
11:00-12:00 応用② 基本③ 基本② 応用③ 相談会

14:00-15:00 基本① 相談会 基本③ 基本② 応用④
15:30-16:30 基本② 基本① 応用① 基本③ 基本②

講座内容　ご自身の理解度にあわせて、基本から応用まで自由に組み合わせて受講できます！

時刻表

応
用
講
座

① �マイナンバーカードの申請
方法

④ 健康保険証利用の登録
公金受取口座の登録

基
本
講
座

② インターネットの利用方法�
メールの利用方法

③ アプリのインストール方法�
LINEの使い方

電源の入れ方／ボタン操作の仕方�
電話のかけ方／カメラの使い方①

�新型コロナワクチン接種証明
書アプリを用いた接種証明書
の発行方法③
マイナポータルの活用方法②

相談会　講座内容に準じた相談の受付

× ×

受
付
期
間
▼
8
月
10
日
㈭
～

9
月
15
日
㈮

※�

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

（
土
、
日
、
祝
日
を
除
く
）

一
次
試
験
▼
10
月
15
日
㈰

※�

二
次
試
験
の
詳
細
は
一
次
試
験
合
格

者
に
通
知
し
ま
す

試
験
会
場
▼
教
育
会
館

試�

験
内
容
▼
教
養
試
験
、
性
格
特
性
検

査
、作
文
試
験
、消
防
適
性
検
査（
消

防
士
の
み
）

申�

込
方
法
▼
試
験
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
、
総
務
課
人
事
職
員
係
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い

最
終
合
格
発
表
▼
12
月
中
旬
頃（
予
定
）

試験
区分 行政職 技術職 消防士

職務
内容

一般行政事務または農業、林業、
建設、建築、電気、機械、化学
などの部門での専門的業務

農業、林業、建設、建築、
電気、機械、化学など
の部門での専門的業務

消防士としての
専門的業務

採用
人数 若干名 1人程度

受験
資格 問わない

普通自動車運転免許を有す
る方（令和6年3月末日までに
取得が見込まれる方を含む）

生年
月日 平成元年4月2日～平成18年4月1日 平成7年4月2日～

平成18年4月1日

募集パンフレット
など詳細はこちら

出
張
申
請
受
付
サ
ー
ビ
ス

◉�

勝
山
サ
ン
プ
ラ
ザ
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
新
規
申
請
受
付
・
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
申
請
サ
ポ
ー
ト

　
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

と�　
き
▼
８
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

	

　
　

 

26
日
㈯
・
27
日
㈰

�

午
前
10
時
～
午
後
6
時

と
こ
ろ
▼
勝
山
サ
ン
プ
ラ
ザ
2
階

※�

今
年
の
２
月
末
ま
で
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
し
た
方
を
対
象

と
し
た
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
込
期

限
は
９
月
末
ま
で
で
す
。
お
早
め
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

◉
来
庁
が
困
難
な
方
へ
の

　
出
張
サ
ー
ビ
ス

　

市
民
課
窓
口
へ
の
来
庁
が
困
難
な
方

（
身
体
障
害
や
介
護
を
有
す
る
な
ど
）
で

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
を
希
望

さ
れ
る
方
は
市
民
課
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
担
当
職
員
が
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
申

請
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

※�

住
民
登
録
地
で
な
い
場
所
や
病
院
な

ど
へ
の
訪
問
は
で
き
ま
せ
ん

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た

各
種
サ
ー
ビ
ス
が
増
え
、
ま
す
ま
す
生
活

が
便
利
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

※�

市
役
所
の
窓
口
を
利
用
す
る
時
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
く
だ

さ
い

各
種
証
明
書

　

身
分
証
明
書
の
ほ
か
、
健
康
保
険
証
、

印
鑑
登
録
証
、
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
の

機
能
を
追
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

　

住
民
票
、
印
鑑
登
録
証

明
書
、戸
籍
関
係
証
明
書
、

所
得
・
課
税
証
明
書
の
各
種
証
明
書
が
コ

ン
ビ
ニ
で
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
書
か
な
い
窓
口
へ
」

　
市
民
課
で
は
、
各
種
申
請
書
に
記
入
が

必
要
だ
っ
た
名
前
や
住
所
な
ど
を
自
動

で
印
字
す
る
申
請
書
作
成
支
援
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
て
い

ま
す
。

令
和
5
年
度
勝
山
市
職
員
採
用
候
補
者
試
験

（
後
期
試
験
）�

問
総
務
課（
市
役
所
２
階
）☎
88
‐
1
1
1
3

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
生
活
を
も
っ
と
楽
に

�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

市からのお知らせ I n fo r m a t i o n

詳細はこちら
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市からのお知らせ I n fo r m a t i o n 市からのお知らせI n fo r m a t i o n

夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・
み
ん
な
の
体
操
会

参
加
者
募
集�

問
建
設
課（
市
民
会
館
2
階
）☎
88
‐
8
1
0
7

ふ
る
さ
と
納
税
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
！

�

問
商
工
文
化
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
1
7

８
月
は「
ふ
る
さ
と
納
税
」普
及
月
間

　
８
月
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の「
ふ
る
さ
と

を
応
援
す
る
」と
い
う
制
度
本
来
の
理
念
や

趣
旨
を
広
げ
る
普
及
啓
発
月
間
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
は
、
事
業

を
進
め
る
財
源
に
な
り
、
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
り
ま
す
。

　
帰
省
さ
れ
た
家
族
や
友
人
に
ぜ
ひ
勝
山

市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
呼
び
か
け
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き
▼
８
月
30
日
㈬　
午
前
6
時
～

�

（
午
前
5
時
30
分
入
場
開
始
）

※
荒
天
中
止

と
こ
ろ
▼
長
尾
山
総
合
公
園

※�

午
前
6
時
30
分
～
の
「
N
H
K
ラ
ジ
オ

第
1
」で
全
国
に
生
放
送
予
定

※
記
念
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

�
（
先
着
順
で
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）

新しい朝を
あなたの街からはじめよう。

※�

市
民
の
皆
さ
ん
も
当
市
へ
ふ
る
さ
と
納

税（
寄
附
）は
で
き
ま
す
が
、
お
礼
品
は

受
け
取
れ
ま
せ
ん

ふるさと勝山
応援サイト

救
急
車
の
適
正
利
用
を
お
願
い
し
ま
す

�

問
消
防
署
☎
88
‐
０
４
０
０

　
全
国
的
に
救
急
車
の
出
動
件
数
・
搬
送

人
員
数
は
と
も
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

救
急
車
で
搬
送
さ
れ
た
人
の
約
半
数

は
、
入
院
を
必
要
と
し
な
い
軽
症
と
い
う

現
状
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
症
状
に
緊
急
性
や
重
症
感
が
な

く
て
も
「
救
急
車
で
行
け
ば
早
く
診
て
も

ら
え
る
」「
タ
ク
シ
ー
だ
と
お
金
が
か
か

る
」「
ど
こ
の
病
院
に
行
け
ば
よ
い
か
わ
か

ら
な
い
」
な
ど
の
理
由
で
救
急
車
を
呼
ぶ

人
が
い
る
な
ど
、
社
会
問
題
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。

　

勝
山
市
消
防
本
部
で
は
、
現

在
、
３
台
の
救
急
車
で
救
急
対

応
し
て
い
ま
す
が
、
市
外
の
病

院
へ
の
救
急
搬
送
も
多
く
な
っ

て
い
る
中
、
3
台
の
救
急
車
が

全
て
出
動
し
た
場
合
、
隣
接
市

町
の
救
急
隊
を
要
請
す
る
こ
と

に
な
り
、
現
場
へ
の
到
着
に
時

間
を
要
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
く
と
、
本
当
に

救
急
車
を
必
要
と
し
て
い
る
方
へ
の
対
応

が
遅
れ
、
救
え
る
命
が
救
え
な
く
な
る
可

能
性
も
出
て
き
ま
す
。

　
１
１
９
番
通
報
す
る
前
に
、
救
急
車
が

本
当
に
必
要
か
、
自
家
用
車
や
タ
ク
シ
ー

な
ど
の
一
般
の
交
通
機
関
を
利
用
で
き
な

い
か
、
も
う
一
度
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
た
だ
し
、
命
に
か
か
わ
る
病
気
や
ケ
ガ

で
緊
急
に
病
院
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
は
、
迷
わ
ず
１
１
９
番
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

救
急
車
は
限
り
あ
る
医
療
資
源
、

み
ん
な
で
上
手
に
利
用
し
ま

し
ょ
う

屋
外
広
告
物
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

�

問
建
設
課（
市
民
会
館
２
階
）☎
88
‐
８
１
０
７

　
福
井
県
で
は
屋
外
広
告
物
の
乱
立
を
防

ぎ
、
街
や
自
然
の
景
観
を
維
持
す
る
た
め

に「
屋
外
広
告
物
法
」に
基
づ
く「
福
井
県

屋
外
広
告
物
条
例
・
施
行
規
則
」
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
に
よ
り
表
示（
設

置
）
を
禁
止
す
る
場
所
・
面
積
・
高
さ
な

ど
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
広
告
物
を
表
示

（
設
置
）し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、原
則
、

市
へ
の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。
新
し
く

屋
外
広
告
物
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
担
当
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
更
新
手
続
き
も
１
ヵ
月
や
１
年
（
資

格
保
有
者
が
管
理
の
場
合
３
年
）
毎
に
必

要
で
す
。
な
お
屋
外
広
告
物
条
例
に
違
反

し
た
場
合
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

　
ま
た
設
置
者
や
管
理
者
に
は
良
好
な
状

態
を
保
持
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
表
示

（
設
置
）後
も
、
強
風
や
地
震
に
よ
る
倒
壊

や
落
下
な
ど
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
定
期

的
に
点
検
を
行
い
、
適
切
な
管
理
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
「
屋
外
広
告
物
」と
は
①
屋
外
で
②
公
衆

に
対
し
③
常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続

し
て
表
示
・
設
置
さ
れ
る
④
広
告
板
、
広

告
幕
、
の
ぼ
り
、
立
て
看
板
、
は
り
紙
、

建
物
に
表
示
す
る
壁
面
広
告
、
自
動
車
な

ど
に
表
示
さ
れ
た
移
動
広
告
な
ど
を
い
い

ま
す
。

「
屋
外
広
告
物
」と
は

詳細はこちら

「屋外広告物」の種類

　
令
和
4
年
１
月
～
12
月
に
締
結（
公
告
）

さ
れ
た
賃
貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
水
準

（
10
ａ
当
た
り
）は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

　

農
地
の
賃
貸
借
契
約
を
締
結
す
る
場

合
の
目
安
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
デ
ー
タ
は
、
実
際
に
取
り
引
き
さ

れ
た
賃
借
料
の
デ
ー
タ
を
整
理
し
た
も

の
で
、
拘
束
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

地
区
に
よ
っ
て
は
デ
ー
タ
が
偏
っ
て
い

る
場
合
が
あ
り
、
農
地
の
賃
貸
借
契
約
を

締
結
す
る
際
は
、
目
安
と
し
つ
つ
、
水
稲

の
収
穫
量
や
圃
場
条
件
な
ど
を
踏
ま
え
た

う
え
で
、
最
終
的
に
は
当
事
者
間
の
話
し

合
い
に
よ
り
賃
借
料
を
決
め
て
く
だ
さ
い
。

※勝山市平均　5,400円／ 10ａ

地区名 基盤整備地域 未整備地域

平泉寺 4,600 3,600

勝山
猪野瀬

8,800 2,000

村　岡 6,400 3,000

野　向 6,700 3,500

荒　土 6,300 1,500

北　郷 6,300 5,500

鹿　谷 5,800 3,600

遅　羽 2,200 2,000

勝
山
市
農
地
賃
借
料
情
報

�

問
農
業
委
員
会（
市
役
所
１
階
）☎
88
‐
8
1
1
5

算
出
方
法

・�

各
地
区
の
金
額
、
デ
ー
タ
数
に
は
、
農

事
組
合
法
人
の
賃
借
料
を
含
む

・�

有
償
の
賃
貸
借
料
デ
ー
タ
を
収
集
の
対

象
と
し
、
無
償
の
デ
ー
タ
は
含
ま
な
い

・�

全
賃
借
料
平
均
値
か
ら
、
平
均
値
の

70
％
以
上
差
の
あ
る
デ
ー
タ
は
除
く

・�

玄
米
で
の
契
約
は
、
１
万
1
9
0
0
円

／
俵
と
し
て
試
算

・�

金
額
は
算
出
結
果
を
１
０
０
円
単
位
で 

四
捨
五
入

田（水稲）の部の平均額（円／10ａ）

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
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市民の広場
C o m m u n i c a t i o n

省略記号　時 –とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

お知らせ

エネルギー価格高騰対策
支援交付金

　電気およびガス料
金の高騰のために大
きな影響を受けてい
る市内事業者を支援
します。
対①～③全てに該当するもの
①県の電気・ガス価格高騰緊急対
策給付金を受けた者②市内に本社
を有する法人または個人③市税等
を滞納していない者
内《交付額》県給付金の3分の１の額
問 商工文化課 ☎88－8105

進学支援金の申請は 
お済みですか

　令和5年4月以降に大学（大学院
は除く）・専門学校などに進学さ

悩みごと総合相談会（無料）

時9月2日㈯午後1時～４時（要予
約、１人約50分）所奥越健康福祉
センター（大野市天神町1-1）内専
門家による個別相談（心の病気に
関する不安、人間関係・家族関係、 
離婚・ＤＶ問題 、法律に関するこ
となど）締8月24日㈭
申・問奥越健康福祉センター
☎66－2076

住宅用火災警報器 
「なんでも」相談窓口開設

　住宅用火災警報器の機器本体の
寿命は10年程度です。
　設置や交換でお悩みの方はお気
軽にご相談ください。
問 消防署☎88－0400

ローラースキーを 
体験しませんか

時8月19日㈯・20日㈰午後5時～
7時所奥越ふれあい公園陸上競技
場対小中学生およびその保護者定

各日15人（先着順）
費無料（用具は無料
でお貸しします）

問 福井県スキー連盟クロスカント
リー強化委員会事務局
yukamika5555@gmail.com

れた方に３万円を給付します。
対市内に居住する者の満30歳以
下の子で、申請年度に大学などに
進学した者（申請年度以前に大学
などに進学したことがある者は除
く）
内《給付額》３万円（１人１回限り）
締8月末まで（4月～ 8月入学者）
※期限が迫っています
3月末まで（9月～ 3
月入学者）
※�申請期限を過ぎ
た場合は受付で
きませんのでご注意ください

問教育総務課　☎88－8111

令和4年度 勝山市 
情報公開の実施状況

　令和4年度中に行政文書の開示請
求があったものをお知らせします。
受理件数▶　総数	 16件
	 　　（個人8件、会社8件）
決定件数▶　開示	 12件

「ふるさと塾」 
昭和のおやつ作り

時8月27日㈰午前9時30分～正午
所すこやか内米粉の蒸しパン、炭
酸まんじゅう、笹団子 など定10
人費500円持エプロン、三角巾締

８月21日㈪
問 勝山市ふるさと活性化協議会事
務局（農林課内）　☎88－8106

ふくいの電車・バス 
「幸福」エピソード募集

　県内を運行する電車・バスにま
つわる心あたたまる
体験エピソードを
200文字程度で募集
しています。
締9月29日㈮
問 福井県交通まちづくり課
☎0776－20－0774

	 　　  部分開示　   2件
		  不開示　　0件
		  文書なし　2件
問総務課　☎88－1116

水道管の掃除（洗管作業）が 
始まります

　勝山管工事業協同組合に委託し
て水道管の洗管作業を行います。
　洗管作業中は、作業区域内およ
びその周辺で水が濁りますので、
水道のご使用をお控えください。
※�作業区域や日程などの詳細は、
全戸配布するチラシをご覧くだ
さい

時9月5日㈫～ 10月17日㈫
　午後10時～翌日午前3時
問上下水道課　☎88－8109

大野・勝山地区縁結び 
結婚相談会

時8月27日㈰午前9時～正午（要予
約）所結とぴあ309号室（大野市天
神町1-19）内地域の縁結びさんに
よる結婚相談やお相手紹介（個別
相談）対結婚を考える独身男女と
親子（大野市・勝山市在住者）締8
月25日㈮
申・問福井県「地域の縁結びグルー
プ　結ザウルス・縁結びの会」
☎090－8269－8529

ハッピーサマーイベント！ハッピーサマーイベント！
◉私の歩んだ道
　「繊維一筋55年」講演会
時8月11日（金・祝） 13:30 ～ 14:10
所ゆめおーれ勝山
◉ゆめりっか夕涼みVer.
時8月12日㈯ 16:00 ～ 21:00
所ゆめおーれ勝山
◉越前大仏アンブレラスカイ
時8月12日㈯～ 16日㈬
所越前大仏門前町
◉第2回殿さままつり
時8月13日㈰ 10:00 ～ 16:00
所小笠原家廟所
◉大師山たいまつ登山
時8月13日㈰ 16:30 ～所大師山
◉勝山地区夏まつり－つながる－ 
　子どもたちの灯り
時8月14日㈪ 10:00 ～ 20:00
所中央公園・教育会館

　
異
常
な
暑
さ
が
続
い
て
い
ま
す

が
、
夏
休
み
は
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。
熱
中
症
に
気
を
つ
け

て
、
勝
山
の
夏
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。�

（
T
）

　
災
害
情
報
を
す
ば
や
く
伝
え
る

た
め
に
新
た
に
始
ま
っ
た
「
音
声

一
斉
配
信
サ
ー
ビ
ス
」。
防
災
無

線
で
は
よ
く
聞
こ
え
な
い
方
や

メ
ー
ル
や
L
I
N
E
を
使
っ
て
い

な
い
方
に
も
電
話
を
使
っ
て
災
害

情
報
な
ど
を
お
伝
え
す
る
サ
ー
ビ

ス
で
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�

（
S
）

編
集
後
記

詳細はこちら

申込はこちら

詳細はこちら

申込はこちら

各イベントの
詳細はこちら

◉夏のかっちゃマルシェ
時8月14日㈪ 16:00 ～ 19:30
所弁天緑地公園
◉納涼花火大会
時8月14日㈪ 19:30 ～ 20:00
所弁天緑地公園
◉アマゴつかみ取り体験
時8月14日㈪ 10:00 ～ 15:00
所道の駅「恐竜溪谷かつやま」
◉谷はやし込み行列
時8月15日㈫ 15:00 ～
所北谷町谷区伊良神社
◉越前大仏MARCHE
時8月15日㈫ 10:00 ～ 16:00
所越前大仏門前町
◉かち山ちょうちん登山
時8月16日㈬ 17:30 ～所村岡山
◉�山の駅「よろっさ」オープン 

8周年大感謝祭
時8月27日㈰ 10:00 ～ 15:00
所北谷町コミュニティセンター�
　山の駅「よろっさ」
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